
 

平成３０年度 

八代市議会経済企業委員会 視察報告書 

 

 

 

■視察日程 

  平成３０年７月３日（火）～５日（木） 

 

 

■視察先 

  ７月３日    東京都台東区 

 

  ７月４日    東京都板橋区 

 

  ７月４日    神奈川県藤沢市 

 

 

■視察参加者 

【委員会】委 員 長    成松 由紀夫 

副委員長    西濵 和博 

委  員    亀田 英雄 

委  員    北園 武広 

委  員    庄野 末藏 

委  員    髙山 正夫 

 

【執行部】経済文化交流部次長  岩崎 和也 

 

【随 行】議会事務局      中川 紀子 



■視察先及び目的 

 １ 東京都台東区 

  『外国人観光客の受け入れ体制と環境整備について』 

    台東区は２０２０年東京大会へ向けて、インバウンド施策を推進している。台東

区においても、海外でのシティーセールスなど、インバウンドのための取り組みを

推進し、２０２０年に向けてより多くの外国人観光客が台東区に訪れることが想定

される。このため、外国人観光客が快適に観光できるよう、外国語での案内や、多

様な文化や習慣に配慮した対応など、外国人観光客の受け入れ体制の充実を図るこ

と、また、ＩＣＴの進展により、スマートフォンなどの携帯情報端末の利用が進ん

でいることから、ＷｉＦｉ環境の環境整備等について視察することにより、本市の

外国人観光客の受け入れ体制と環境整備への参考にするとともに、今後の委員会活

動に生かすことを目的とする。 

 

 

 ２ 東京都板橋区 

  『全国ふる里ふれあいショップ「とれたて村」の運営状況について』 

    とれたて村は、商店街と農山漁村との交流による双方の活性化を目指し、平成１

７年１０月に板橋区の肝いりでスタートし、全国市町村へ参加を呼びかけ、当市は

平成２３年６月から参加している。今回は、運営状況・販売状況の確認と、今後さ

らに八代市の物産などＰＲ、販売させていただくとともに、当市の魅力を情報発信

させていただくことを目的とする。 

 

 

 ３ 神奈川県藤沢市 

  『湘南藤沢フィルム・コミッション事業について』 

    湘南藤沢フィルム・コミッションは、市の魅力を広く伝え、地域振興・観光振興

に寄与すること、地域の方々に地元への愛着を深めてもらうことを目的とし、映画

やテレビドラマ、ＣＭ、情報番組などのロケーション撮影の誘致、撮影活動の支援

を行っている。多くの撮影を誘致することで、撮影関係者による宿泊・飲食料や観

光客増加による経済効果ばかりでなく、地域の情報発信やＰＲの機会の増加などの

成果を上げきている事業を参考とするとともに、今後の委員会活動に生かすことを

目的とする。 

 



東 京 都 台 東 区 

                                         

 

１ 視察日時  平成３０年７月３日（火） １３：３０～１５：３０ 

 

２ 調査事項  『外国人観光客の受け入れ体制と環境整備について』 

 

３ 調査内容（説明内容） 

※別添資料のとおり 

 

４ 主な質疑応答 

Ｑ１ ８ページのなぜインバウンドなのかというところの、ターゲットの設定であるが、 

イスラム教対応、ハラル認証という言葉は聞いたことあるが、これは台東区だけ

の取り組みなのか、将来性があるのか、八代も取り組めたらいいと思うが、その

辺の情報がわからないため、これからメジャーになるという話なのか教えていた

だきたい。 

Ａ１ 官公庁は、かなり力を入れている。東南アジア圏というのは、ターゲットとして

は、必要な所だと官公庁でも思っている。ビジットジャパンでも、ターゲット国

は、東南アジアの国のインドネシア、マレーシア、イスラム教などの国を挙げて

いて、ムスリム対応をしなくてはいけないといっているが、なかなか行政が踏み

込むというのは難しい。政教分離の原則というのが足かせになっている。イスラ

ム教という特定の宗教に肩入れをした施策をやっていいのかという、議論が必ず

ある。イスラム教を特別に扱う訳ではない。ハラル認証助成金というのも、助成

するのは区内の飲食店であって、区内の地域経済の活性化に寄与する事業だとい

う位置づけにしている。 

ムスリム対応については、国も旗を振っているが、都道府県レベルではなかなか

思い切ったことはやってるところは少ない。市町村レベルになると、熱心ではな

いところが多い。九州であれば、鹿児島県日置市が熱心である。後は、地域で見

ると大分県の別府で、立命館アジア太平洋大学があり留学生が多く、そういうと

ころからムスラム対応が始っている。後は、栃木県日光市、佐野市、千葉県千葉

市も始めている。徐々にふえてきている。 

Ｑ２ 東南アジア圏をターゲットとする根拠となる数字とかあるのか。 

Ａ２ ＪＮＴＯ（日本政府観光局）のＨＰで毎月、訪日来客数の統計を出している。ど 

   この国から何人来ているのかというのが、全部毎月速報値出でている。 

それに、伸び率まで出ているため、どこの国が多いのかというのがわかる。 



全体数でいうと、多いのは中国・韓国が２トップ、それに続いて台湾・香港であ

る。伸び率だけで見ると、東南アジアの国が伸びている。 

Ｑ３ マーケティング調査についての意義（政策・施策に反映するにあたって）、実施  

   についての位置づけ、考え方について 

Ａ３ この調査（概要版）は必要なデータであり、観光客が何人来ているのかと、観光 

   消費額の動向などは、減少しているとか、さらに台東区の観光の問題点というの

は、滞在時間が短いこと。また、来訪者の台東区の印象などの調査で何が問題で

何がいいところなのかなどを探るために参考にしている調査であり、調査によっ

て評価されることに意義かあると思っている。 

Ｑ４ データに基づいて分析したり、その課題にどのように対応していこうかという方 

   向性あたりは、委託業者ではなく区の職員が自ら考察されているのか。 

Ａ４ 一番使う場面というのは、計画策定時である。この場合は、職員で分析し結果を 

   反映させたり、審議会を作って有識者などの意見を聞きながら計画策定をしてい 

る。 

Ｑ５ 浅草文化観光センターの現状・役割、現在の活動実績など詳しく教えていただき 

   たい。 

Ａ５ 最初の浅草の起爆剤は、イベントで人を呼んでいた。イベント型ではなく、普段 

   から観光客に来ていただけるような体制にしなくてはいけないというところで、

浅草文化観光センターでも普段、来訪していただく方に対して、いかに情報提供

出きるかというところを強化していかなければならない。 

浅草文化観光センターの機能充実の一番の柱は、ハードなところは、建てかえた

ことによって整ってきた。東京都の補助金等を使ってハード面の整備ができてい

る。もう一つの体制としては、言語は日本語・英語・中国語・韓国語だけでいい

のか。もっと、ふやせばいいのではないかと思うが、ふやすとなると経費がかか

ってしまう。開館時間（朝９時から夜８時まで）いられる訳でもないし、年中無

休でいるわけにも行かないため、複数のスタッフが必要になる。こうなった場合、

案内業務は、委託でやっているので委託経費がかさんでしまうので、多言語対応

については、非常に苦慮している。また、翻訳機などを使いながらできるかなど

考えながら、どうやって多言語対応をしていこうかというのも課題になっている。

４言語は基本であると考える。 

    また、もてなし講習会も行い、実践偏までは行っているが、その後のフォローが

できていない。フォローして初めてボランティアとして活躍していただけるのか

と思うが、そこまでするのが難しい。ボランティアを養成することによって、外

国語対応などはできるのではないかと思う。 

 



Ｑ６ 地元の方々の反応・評価はいかがか。 

Ａ６ 地元の方々に聞くと、これ以上観光客がふえると売り上げが減ると言われる。人 

   が多すぎると疲れて買い物しなくなるという状況になっている。そこで、回遊性 

ということで、もう少し周辺に行けばいろいろあるということで、一箇所集中で 

はなくて、周りにいろいろな観光地があるということ紹介することが必要である。 

一方、あまりにも観光客がふえると、住民からのハレーションが起こったりする。 

バランスが難しい。 

 

※視察の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 



東 京 都 板 橋 区 

                                         

 

１ 視察日時  平成３０年７月４日（水） ９：３０～１１：００ 

 

２ 調査事項  『全国ふる里ふれあいショップ「とれたて村」の運営状況について』 

 

３ 調査内容（説明内容） 

※別添資料のとおり 

 

４ 主な質疑応答 

Ｑ１ 「とれたて村」の経営状況について教えていただきたい。 

Ａ１ 「とれたて村」の現在は、売り上げが下がっているが、以前はプラスであったた

め、現在はとんとんの推移である。 

Ｑ２ 「とれたて村」が始ったころからの推移はどうなのか。 

Ａ２ 始ったころからの推移としては、売り上げが５０００万になりピークからすると

現在は、若干下り加減である。その原因は、環境が変わったり、取引が少なくな

ったことにより、少し下がっている。 

Ｑ３ 八代市の売り上げ等の１年間の波というのは、毎年同じであるのか。 

Ａ３ 野菜が一番売れる。売れ筋のものが入ってくれば、上がるし端境期になると下が

ってくる。「とれたて村」は、箱入りの物（御土産用）は販売できない。 

例えば、ジャガイモであれば５キロの物は売れない。１キロ、２キロの小袋でな

ければ売れないため、このような売り方で、コツコツと販売している状況である。 

Ｑ４ そのようなやり取りは、産地とされるのか。 

Ａ４ 昨年の売り上げや売り方等のやり取りを、フードバレーの担当者としっかりして

いる。また、ほぼ毎日やり取りをして、商品の確認をしている。 

Ｑ５ 今後どういった形で継続をしていくのか。また、仕入れ量の確保等をどうされる

のか。 

Ａ５ 仕入れ量の問題もある。産地で売れない物を「とれたて村」に出して試してみる

ことを進め、「とれたて村」で売れるか売れないかの情報をすぐに返すようにし

ている。仕入れ量の問題やラベルの提案などする。産地の市場改革に結びつける

ようにしている。 

Ｑ６ 事業支援マネージャーの人件費等は、振興組合単独の事業で賄っているのか、区

からの支援があるのかあるいは国の制度などがあるのか。 

 



Ａ６ 事業支援マネージャーの人件費等は、振興組合で賄っている。開業３年間は、区

から補助（空き店舗対策）を受けていた。その後は、自立で賄っている。 

 

※視察の様子 

 

 

 

 

 

 



神 奈 川 県 藤 沢 市 

                                         

 

１ 視察日時  平成３０年７月４日（水） １４：００～１６：００ 

 

２ 調査事項  『湘南藤沢フィルム・コミッション事業について』 

 

３ 調査内容（説明内容） 

※別添資料のとおり 

 

５ 主な質疑応答 

Ｑ１ この事業についての市民の方の反応はどうなのか。 

Ａ１ 撮影のときは秘密の部分が多く、人が集まるというよりは市民の方がそっとして

おいてくれるため、撮影に支障がでないので助かっている。 

また、フィルム・コミッションが制作会社との中を取り持つため、フィルム・コ

ミッションのスタッフがいると、商店街の方や市民の方から苦情を言われること

はない。安心して撮影も許可してくれる。 

地元と良い関係を持ちながらフィルム・コミッションが間に入り、信頼関係がで

きれは、撮る側も撮らせる側も信頼関係のもとに上手く作品できるということで

ある。 

Ｑ２ フィルム・コミッションの仕組みについて 

    市からの負担金で運用をされるが、何がしかの制作番組でそこからもマージンと

いうのがあるのか。 

Ａ２ そういうのは全くない。ただし、例えば地元の施設で撮影がある場合は、制作会

社に使用料を支払ってもらうよう交渉する役目で、フィルム・コミッションには

何も入ってこない。 

Ｑ３ 制作会社の立場だったら、九州管内を見たらここにロケに行ってみようかなとい

う、面白い場所とかあるか。 

Ａ３ 原作がある舞台であればそういうところで撮りたいと思う。 

    熊本であれば、夏目友人帳など。 

    作品を利用した宣伝展開に力を入れている。 

Ｑ４ フィルム・コミッションの人員配置について教えていただきたい。 

Ａ４ 現在は、３人でやっている。大体、このくらいだと思っている。 

    フィルム・コミッション以外にも事業をしており、正職員は１７名いる。 

    お互いにいろいろな仕事を持ち合えるような体制を作っている。 



※視察の様子 

 

 

 

 

 



 

<< 各委員所見 >> 
























































